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二年前に平成の大修理を終えたまばゆいばかりの世界文化遺産・国宝姫路城を眼前に抱き、
今や日本のみならず世界に開かれた播磨の玄関口として、多くの市民や世界から訪れる観光客
でにぎわうJR姫路駅北駅前広場（以下「北駅前広場」という。）。

以前はタクシー乗り場など自動車メーンの空間だったが、2015年 4 月、トランジットモール
や立体都市計画制度等を導入した再整備により“人”を中心とした「城を望み、時を感じ人が交
流するおもてなし広場」として、生まれ変わった。

北駅前広場は公共空間のデザインの合意形成に市民参加のプロセスを積極的に取り入れ、市
民・行政・専門家の創造的連携により、計画や工事を進めるというこれまでにない事業展開で
誕生した。また、広場の一部を活用空間とし、さらなる賑わい・交流の舞台「まちなか広場」
として、市民主体の様々なイベントが行われている。

姫路市都市拠点整備本部姫路駅周辺整備室　室長　東田　隆宏

シリーズ まちづくりの新展開―景観まちづくり・都市デザインの参加・協働のプロセス―

協働による都市空間のデザイン
―「城を望み、時を感じ人が交流する 
おもてなし広場」誕生までの軌跡―

出典：姫路市

写真 1　「トランジットモール化された駅前空間」
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はじめに
姫路市は、兵庫県の南西部に広がる播磨平野

のほぼ中央に位置し、世界文化遺産・国宝姫路
城や姫路駅を中心に市街地が広がる人口約53万
人の中核市である。

世界中で都市間競争が激化する中、急速に進
む人口減少や少子高齢化だけでなく、市民の価
値観の変化やICT等新技術の更なる進化等に伴
ない、まちづくりの方向も大きく変化している。
本市においても持続可能な人中心の都市をめざ
し、既存の都市空間ストックを活用した大胆な
空間再編の実現に向け、沿道や地域の民間活動
と連携し地域全体の価値を高める観点から、都
心部の整備・再構築を進めている。

その都心部まちづくりの要となるのが、１989

（平成元）年から始まった“平成の築城”とも表
現される連続立体交差事業・土地区画整理事
業・関連道路事業からなる姫路駅周辺地区総合
整備事業（キャスティ 2１）である。その事業
の顔とも言えるJR姫路駅の北駅前空間の再整
備では、大天守の保存修理を終えた姫路城のグ
ランドオープンと同時にトランジットモールを
導入し、環境空間創出のための立体都市計画制
度や高架下空間の活用などにより、姫路城に対
峙する播磨の玄関口にふさわしい駅前広場が完
成した。

本稿では、キャスティ 2１の事業概要と北駅
前広場完成までの官民協働の軌跡などについて
考察する。

1　都心部のまちづくり
（1）　姫路市百年の大計（鉄道高架）

初代JR姫路駅は、１888年に誕生したが、１945
年 7 月の空襲により消失し、翌年に二代目駅舎
が竣工、三代目駅舎は戦災復興事業による大手
前通りの整備により、この通りを介し姫路城と
対峙する駅として１959年に全国23番目の民衆駅
として生まれ変わった。

一方、１960年代からのモータリゼーションの
急速な進展にあわせ、特に鉄道との交差部での
交通渋滞など、鉄道が市街地発展の大きな妨げ

になっていたことから、鉄道高架の機運が高ま
り、街の各所に「国鉄高架は市民の願い」と記
したのぼりが設置されるなど、鉄道高架は「姫
路市百年の大計」として、市民あげての悲願で
もあった。

しかしながら、姫路駅は、山陽本線・播但
線・姫新線の在来線 3 線と新幹線が乗り入れ、
これに貨物基地や車両基地もあいまった県内で
も最大のターミナル駅であることから、その事
業規模などがネックとなり、１973年の国鉄高架
化基本構想の発表から、事業化まで相当の年月

写真 2　 整備前後の北駅前広場

出典：姫路市

整　備　前 整　備　後
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内々環状道路に囲まれる駅周辺部では、

過度な自動車の流入を抑制

出典：姫路市

写真 3　大手前通りを介し姫路城と対峙する JR 姫路駅

を要した。１986年の播但線（飾磨港線）の廃線
による事業規模の見直し等により、１987年に都
市計画決定、１989年に事業認可を取得し、JR
山陽本線等立体交差事業、姫路駅周辺土地区画
整理事業、関連道路事業からなる姫路駅周辺地
区総合整備事業（キャスティ 2１）に着手し、
鉄道高架化については、20１１年度に完了した。

また、自動車交通については、連続立体交差
事業を計画するに当たり、単に姫路市域の都市
整備の問題として捉えるのではなく、播磨全域
的かつ長期的な展望に立ち計画を具現化する観
点から１977年に「播磨都市圏総合交通体系策定
委員会」が設置され、望ましい交通体系の確立
に向けて調査・研究がなされ、姫路駅を中心と
した環状の形成と放射道路による幹線道路網計
画が策定された。さらに、2008年に策定された
姫路市総合交通計画においては、高架化に合わ
せ計画した内々環状道路に囲まれる姫路駅周辺
を中心とする都心部では、過度な自動車の流入
を抑制し、歩いて楽しい、うるおいのあるまち
づくりを進めるとしており、トランジットモー
ル化を可能とする環境は整っていた。

（2）姫路駅周辺地区総合整備事業「キャス
ティ21」
JR姫路駅を中心とする姫路駅周辺地区では、

新たなまちづくりを進めるため、１989年から
「姫路駅周辺地区総合整備事業」として、JR山
陽本線等連続立体交差事業、姫路駅周辺土地区
画整理事業、関連道路事業等を一体的・総合的
に実施し、車両基地や貨物基地を郊外に移設す
ることで新たに生み出した鉄道跡地等（約26ヘ
クタール）を活用した都市拠点施設の整備を総
合的、重点的に行い、都心部の再生と都市の活
性化を促進している（これらの事業を総称し、
一般公募により愛称を「キャスティ2１」とした。な
お、キャスティ2１とは、英語の「キャッスル（城）」
と「シティ（都市）」に2１世紀を合成したもの）。

また、事業期間が非常に長くその間にバブル
の崩壊など大きく社会・経済状況も変化したこ
とや、 １ 市 4 町の合併により誕生する人口53万
人の新たな姫路市にふさわしい都心部として再
生するため、JR山陽本線高架切替を目前に控

出典：姫路市

図 1　姫路市都心部の道路計画

出典：姫路市

図 2　貨物・車両基地移設
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えた2006年に都心部のあるべき姿を描き、将来
像を市民とともに共有するため「姫路市都心部
まちづくり構想」を策定した。

この構想で播磨の中核都市、西播磨テクノポ
リスの母都市の玄関口としての「エントランス
ゾーン」をはじめ高次都市機能が集積する「コ
アゾーン」や様々な交流と市民の創造の場とう
るおいの広場としての「イベントゾーン」など
のゾーン区分による整備を重点事業として位置
付け、それぞれにふさわしい機能を導入して機
能分担と相互の連携を図り、播磨の連携中枢都
市にふさわしいまちづくりを進めている。

（3）駅前空間（エントランスゾーン）のデザイン
エントランスゾーンの空間デザインは、基本

コンセプト「城を望み、時を感じ人が交流する
おもてなし広場」のもと考案された。駅中央コ
ンコースを抜けると眼前に姫路城を抱く広々と
した空間が広がる。連続立体交差事業により、
軌道を南に44ｍ移動させることで北駅前広場面
積を約6,400㎡から約１6,１00㎡と約2.5倍に拡張
し、さらに、立体都市計画制度の活用等により
約30,000㎡と日本最大級となった駅前空間を介
し、駅と城を結ぶ大手前通りにつながっていく。

大手前通りのうち駅前に近い部分は路線バスと
タクシーのみの通行に制限（トランジットモー
ル化）することで、車道部を上下各 3 車線から
１ 車線に絞り込み、左右の歩道については１6m
超の幅を確保した。さらに駅中央コンコースか
ら十二所前線との交差点までの250ｍの区間は
車道を横断せずに歩くことができ、ゆったりと
城にアクセスできるように設計されている。

また、施設デザインコンセプト「城を感じる
優美な現代和風」に基づき、門をイメージした

「キャッスルビュー」は姫路城の天守閣と正対
した広場のシンボルとしての機能のみならず、
駅前から城を望む眺望ポイントとして、さらに

出典：姫路市

図 3　姫路駅周辺整備事業（キャスティ 21）

出典：姫路市

図 4　デザインコンセプト
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JR、タクシー、路線バス、山陽電鉄をつなぐ
連絡デッキや駅ビルへの歩行者動線の起点とも
なっている。また、旧駅ビルの地下空間等を活
用し、姫路城外堀をイメージした水と緑の

「キャッスルガーデン」や「芝生広場」を環境
空間として設け、その随所にくつろぎや交流を
創出する施設デザインとしている。加えて、周
辺民間施設である新駅ビルや商店街アーケード

なども同様のデザインコンセプトに基づいた設
計がなされ、統一感のある駅前空間となった。

また、新しくできた広場空間の核をなす
「キャッスルガーデン」や「芝生広場（キャッ
スルガーデン北広場）」は様々なイベントス
ペースとしても活用され、20１5年度は230件、
20１6年度は309件のイベントが開かれるなど駅
前のにぎわいを演出している。

以下、上記の施設レイアウトを実現する上で、
特にポイントとなった手法を簡単に記す。

ア　立体都市計画制度の活用
立体都市計画制度の活用により、駅前広場に

隣接する民間施設用地の地上部を交通広場と位
置付け、歩行者通路や一般車乗降場等の公共ス
ペースとして利用することで、機能的かつゆと
りのある環境空間を備えた施設レイアウトが可
能になった。

図 6　立体都市計画制度の活用

出典：姫路市

出典：姫路市

図 5　エントランスゾーンの鳥瞰パース
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イ　鉄道高架下スペースの有効活用
連続立体交差事業により生まれた鉄道高架下

空間にバス・タクシーの一時待機場を設けるこ

とで、駅前広場内のバス・タクシープールの規
模を縮小し、歩行者・環境空間を拡大すること
が可能となった。

ウ　トランジットモールの導入
全国的にも前例のない中心市街地における大

規模なトランジットモール化に向け、 2 年半の
間、社会実験として一般車両の通行を終日制限

し、周辺交通への影響などの課題を把握した上
で、関係者と協議・対応を図るとともに、市民
団体等と協働し、情報提供や広報活動を展開す
ることで、トランジットモール化が実現した。

出典：姫路市

図 7　鉄道高架下スペースの有効活用

出典：姫路市

写真 4　大手前通りパレード

図 8　トランジットモール範囲

出典：姫路市



36 都市とガバナンスVol.28

まちづくりの新展開―景観まちづくり・都市デザインの参加・協働のプロセス―

Copyright 2017 The Authors. Copyright 2017 Japan Municipal Research Center. All Rights Reserved.

2　協働による都市空間のデザイン
（1）市民参加のプロセス

2006年 3 月に山陽本線の高架切換を終え、い
よいよエントランスゾーンの整備や駅ビル建設
が具体化してきた。そのような中、2006年の新
年交礼会において、市長は、旧駅ビルの地下空
間を利用した立体的利用、すなわち姫路城の外
堀をイメージしたサンクンガーデン方式の駅前
広場構想や駅ビル計画用地の変更も視野に入れ、
歴史と現在・未来を踏まえた駅前広場になるこ
とに胸を膨らませていると発表した。さらに、
2007年の新年交礼会において、外堀をイメージ
した水を取り込んだ計画を発表した。

また、北駅前広場に隣接する商店街などで組
織する姫路市商店街連合会（以下、商店街連合
会という。）では、新駅ビルに対する期待等か

ら自主的に駅前デザインの勉強会が開催され、
姫路市やJRに対し、2007年 4 月に商店街連合
会案（平面図・パース）と共に要望書が提出さ
れた。

議論の火付け役になったのが、2007年１１月に
姫路市が公表した都市計画変更の素案のイメー
ジ図である。１987年に都市計画決定された既存
の計画では、駅ビルが姫路城への眺望を遮るた
め、駅前広場の形状を変え、駅から城が見える
ようにするための都市計画変更手続きに向けた
参考図のパースと平面図であったが、「交通機
能を最優先にして、駅から商店街への動線を車
道で塞いでしまうとんでもない案だ」と商店街
連合会やまちづくり協議会など、広場近隣の商
業者を中心に行政に任せておけないという強い
意識が生まれ、駅前ロータリーの在り方に関心

出典：姫路市

図 9　従前の駅前広場計画（平面図・パース）

図 10　姫路市商店街連合会案（パース・要望書）

出典：姫路市商店街連合会作成のパワーポイント資料より抜粋
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を持った商店街連合会、商工会議所、議会関係
者などから、市の素案に対して複数の代替案が
提示された。

そこで市は2008年１0月に各団体からの意見や
提案の集約と駅前広場のコンセプトなどを円滑
に決定するため、NPO法人や交通事業者・商
店街連合会など権利関係者・関係行政機関で構
成した「姫路駅北駅前広場整備推進会議」を立

ち上げ、以降20１2年 5 月までに１7回の開催を経
て、基本コンセプト、基本レイアウトを決定し
た。また、推進会議と平行して開催された2009
年 4 月市民フォーラムにおいて、トランジット
モール化の提案を受けたことにより、推進会議
においても議論が開始され、導入に向けた官民
協働での取組みが始まることとなった。

出典：姫路市

図 11　2007 年に市が公表した素案（平面図・パース）

図 12　各団体の広場代替案

出典：姫路市
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（2）市民・行政・専門家の創造的連携
商業者等からコーディネイトの相談を受けた

NPO法 人「 ス ロ ー ソ サ エ テ ィ 協 会 」（ 以 下
「NPO法人」という。）は、新しくデザイン案
を公募して更に広場計画の選択肢を拡張するの
ではなく、市民への現状周知と関係者の合意形
成を図るため、2008年の秋、当時全国的にまち
づくりを支援していた「NPO法人まちづくり
デザインサポート」に働きかけ、専門家に協力
を仰ぎ、まちづくりの新しい手法であるワーク
ショップ「シャレットワークショップ」を実施
した。

2008年１１月と2009年 １ 月に全国から集められ
た建築系の学生による「学生によるシャレット
ワークショップ」が開催され、駅前広場には一
般車を入れず、西側にバスとタクシーのロータ
リーを集約する案などが提示された。また、
ワークショップは新聞やケーブルテレビにも取

り上げられて話題になり、駅前整備について市
民の関心を高めるとともに、歩行者を優先した
新しい駅前広場の提案は、地元商店街連合会な
どにも大きな刺激を与えた。

2009年 4 月に商店街連合会及びNPO法人の
主催により、市長、商工会議所、駅前広場にか
かる関連団体の代表及び専門家などが一堂に介
した「市民フォーラム」が300人の市民を集め
て開催された。 １ 月のシャレットワークショッ
プ以降、地元の商業者たちが何回もワーク
ショップを繰り返して作成した「姫路市商店街
連合会案」も発表され、その後の整備計画のあ
り方について議論が交わされた。広場西側にバ
スとタクシーのロータリーを集約する計画案と
トランジットモール化について、市民の目の前
で関係者間の議論が展開されるということは画
期的な出来事であった。各団体により好意的な
意見と否定的な意見が存在したが、計画の方向

出典：姫路市

図 13　市民フォーラムのチラシ　　　　　　　　　　　　写真 5　市民フォーラム

出典：姫路市
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性について、各団体の代表が考えている意見が
具体的に明らかになり、その後の合意形成の進
展に大きな役割を果たすこととなった。

これを機に、「新しい駅前をつくる」という
目標に向って市民・行政・専門家の創造的連携
が大きく前進した。

これらの取組みが実を結び、基本コンセプト
の決定から竣工まで約 5 年という期間で、20１5
年 3 月の姫路城大天守保存修理事業の完成によ
る姫路城グランドオープンと時を併せ、全国で

も前例のない駅前でのトランジットモールを導
入した整備が実現するとともに、完成した北駅
前広場を賑わい空間として活用するための、市
民主導の取組みが始まるなど、まさしく、基本
コンセプト「城を望み、時を感じ人が交流する
おもてなし広場」どおりの新しい“播磨の玄関
口”が完成した。

以下に、専門家を招き連続して開催された勉
強会、セミナーについて簡単に記す。

■協働の場づくりと意思決定サイクル
2007（平成１9）年度　　 姫路市北駅前広場計画（市素案）提示
　　　　　　　　　　　→対案対立
2008（平成20）年度　シャレットワークショップ開催
　　　　　　　　　　　→各案整理
2009（平成2１）年度　　「姫路の顔づくり」を考える市民フォーラム
　　　　　　　　　　　→基本レイアウトの決定（市民案に）
　　　　　　　　　　　→専門家を招き、勉強会・セミナーの連続開催
　　　　　　　　　　　　☆設計課題への市民の声と解決案提示
　　　　　　　　　　　　　（車道歩道の配置・デッキ・生態系・自転車etc）
20１0（平成22）年度　　活用社会実験（チャレンジ駅前おもてなし）使い手の声と担い手育成
20１１（平成23）年度　　姫路駅前広場活用連絡会の設立
20１2（平成24）年度　　姫路駅前広場活用協議会の設立
　　　　　　　　　　　一般社団法人ひとネットワークひめじの設立
20１3（平成25）年度　　社会実験「チャレンジ駅前おもてなし」窓口業務開始

出典： NPO法人スローソサエティ協会理事長 米谷啓和 姫路市人権・文化教養講座 
（20１6.１2.2１開催資料）

20１4（平成26）年度　　 3 月　　　姫路駅北駅前広場 竣工
　　　　　　　　　　　 3 月27日　姫路城グランドオープン
20１5（平成27）年度　　姫路駅北にぎわい交流広場条例の施行
　　　　　　　　　　　→開催イベント数230件
　　　　　　　　　　　年間入城者数286万人を記録
20１6（平成28）年度 　　「姫路マチヅカイ大学」を開催し活用方法の検討・実践
　　　　　　　　　　　→開催イベント数309件
筆者追記

20１１. 3 駅ビル解体着手

20１3. 4 キャッスルガーデン竣工

20１3. 6 キャッスルビュー竣工

20１4.7芝生広場オープン
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【専門家ワークショップ】市民団体主催
　市民が見守る中で議論し、インターネットで状況を配信。
3 つの計画案から最終的に第 3 案を市長に推薦する。

【専門家会議】姫路市主催
　全 3 回　様々な専門家を招き、専門的な知見からデザインや管理
運営の方向性を提言する。

【市民ワークショップ】姫路市主催
　全 2 回　上記専門家会議を踏まえ、市民の意見をワークショップ
にて集約し整備計画の参考とする。

写真 6　各勉強会・セミナーの様子、チラシ

出典：姫路市
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おわりに
“車から人へ”転換した広場では、ただ座って

くつろぐ、会話を楽しむ、こどもが遊ぶという
光景が夕暮れを過ぎても続く独特の空気感を
もった駅前となった。
「建築雑誌」の中で、駅前整備の一連のプロ

ジェクトにかかわった専門家たちは「構想段階、
計画段階、工事段階、完成後の運用・活用まで
各段階での行政／専門家／ステークホルダーの
連携」を「姫路のキセキ（奇跡、軌跡）」と
言っている。対案対立という状況から各段階で
キーパーソンが登場し、創造的に連携・合意を
図り基本コンセプトの決定から竣工まで約 5 年
という期間で全国から注目される駅前となった
ことは、まさに奇跡ともいえる展開であった。

本市の都心部のまちづくりを振り返ると１945
年、市街地が焼け野原になった姫路大空襲で姫
路城だけはほぼ無傷だったという、まさに奇跡
から始まり、戦災復興事業での駅から城まで伸
びる大手前通りという都市軸の構築、姫路百年

の大計とする姫路高架や環状・放射形状の骨格
道路網など、見識あるリーダーシップのもとで、
きちんとぶれずにまちづくりが計画され、また、
自分のまちをつくるという情熱をもった人たち
の連携が、新しい駅前整備へ繋がったと感じる。

引き続き、持続可能なコンパクトなまちづく
りの核となる都市拠点の形成に向け、大手前通
りでは、「歩いて楽しい、大好きなお城への道
〜『ひと』が集い『まち』とつながる大手前通
り〜」をコンセプトとした、特色ある道路整備
と空間の利活用の取組みが始まった。また、
キャスティ 2１コアゾーンやイベントゾーンな
ど駅東の開発地区の施設整備も大詰めをむかえ
ている。「姫路のキセキ」での経験も活かし、
都心部の個性と魅力を創出し、人・もの・情報
が行き交い、活力と賑わいにあふれ、市民はも
とより訪れる人々が、様々な出会いや体験を通
して感動を享受できる魅力ある都心空間づくり
に取り組んでいきたい。
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出典：姫路市

写真 7　キャッスルガーデン風景

出典：納屋工房

写真 8　「まちの記憶」




